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SIP自動運転第3回合同試乗会の開催について

東京国際クルーズ
ターミナル駅

青海駅

東京テレポート駅

青海R区画
特設会場

イベント概要情報

• 会期 2022年9月29日(木)～10月1日 (土)

• 会場 お台場・青海R区画特設会場 (右図)
- ゆりかもめ国際クルーズターミナル駅より徒歩6分

- りんかい線東京テレポート駅より徒歩6分

• 対象
9月

２９

日

午前 省庁関係者、SIP関係者

午後

メディア、ジャーナリスト
９月 30日

10月 1日

大学生・教員、近隣地域自治

会、

車両出展者 (相互試乗)

SIP自動運転の集大成として、

臨海部実証実験の車両や、各社の先進車両を

一堂に集めた合同試乗会を開催いたします。

参考資料（再掲）



出展者名 試乗車 展示車

株式会社ヴァレオジャパン ◎

国立大学法人金沢大学 ◎ ○
学校法人智香寺学園埼玉工業大学 〇

スズキ株式会社 〇

株式会社ＳＵＢＡＲＵ ◎ 〇

ダイハツ工業株式会社 〇

株式会社ティアフォー ◎ 〇

トヨタ自動車株式会社 ◎

日産自動車株式会社 ◎ ○
ビー・エム・ダブリュー株式会社 ◎ 〇

本田技研工業株式会社 ◎ ○
マツダ株式会社 ◎

試乗会の内容について

① プレゼンテーション

SIP自動運転の取組を1日2回プレゼン。

② 展示ルーム

実機デモ等を交えて、各施策を分かりやすく説明。

③ 自動運転試乗体験、各社展示

試乗はもちろん、展示車両も通じて各社の取組を紹介。

④ AEB体験ブース (土曜日のみ)
世界をリードする日本のAEB技術を実車で体験。

③

④

①

②

※会場レイアウトは

変更となる場合が

ございます。

プレゼンテーマ 登壇者 1回目実施時刻 2回目実施時刻

SIP-adus総括 葛巻PD 11:15～ 12:00 14:15～ 15:00

臨海部実証実験
南方リー
ダー

12:15～ 12:45 15:15～ 15:45

出展者名 出展内容

日本自動車研究所
リアル環境での自動運転システムの安全性評価手
法

DIVPコンソ 仮想空間での自動運転システムの安全性評価手法

三菱電機コンソ ２０２２年度臨海部実証実験 (V2N) 実施内容

道路新産業開発機構 地方部における自動運転実証実験実施内容

イベント出展内容

試乗だけでなく各種展示も充実させ、来場者に

SIP自動運転に触れていただける場としました。

車両入口

車
両
出
口
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試乗会の開催模様 参考資料

開催風景

③. 試乗体験 (集合写真) ④. AEB体験 (最終日のみ)

①-1. 葛巻PD プレゼン ①-2. 南方FOTリーダープレゼン

②-3. V2N展示②-2. DIVP展示②-1. JARI展示

②-4. 地方実証 HIDO展示



SIP自動運転第3回合同試乗会の来場者実績

来場者数
うち試乗者数

（実人数）メディア 省庁、行政官 学生、教員 地域住民
SIP関係者・

その他※
（合計）

9月29日(木) 21人 ５７人 0人 0人 15人 93人 82人

9月30日(金) 59人 ０人 0人 0人 16人 75人 63人

10月 1日(土) ４人 1人 41人 2人 33人 81人 80人

合計 84人 58人 41人 2人 64人 249人 225人

※その他には、出展者中の試乗体験者の人数を含む

今回試乗会の来場者数は２４９名、試乗者数は225名となった。

前回試乗会の試乗者数 (2日間で104名) を、1日平均で44％上回った。

延べ試乗者数 走行可能回数 平均試乗回数 平均同乗人数

9月29日(木) 120人 75回 １.５回/人 １.６人/回

9月30日(金) 120人 75回 1.9回/人 １.６人/回

10月 1日(土) 141人 66回 1.８回/人 2.1人/回

合計 381人 216回 1.7回/人 １．8人/回

同乗人数が少なく、

体験の質が高い状況

（省庁、メディア等）

試乗回数が多く

体験の量が多い状況

(メディア、学生等)



SIP自動運転第3回合同試乗会の来場者ご反応

省庁・行政官の95％、学生の100％が、前向きな変化を得たと回答。

Q．自身の業務への影響や

Q．役に立つことはあったか？

Q．自動運転車・技術・社会等への

Q．印象の変化はあったか？

なし (５名)

あった (17名)

７７％

なし
(1名)

あった (21名)

95％

Q．自動運転への興味関心の

Q．向上のきっかけになったか？

とても

なった
(2名)

なった (11名)

省庁・行政官 (後日アンケート) 学生 (当日インタビュー)

【ご意見抜粋 (一部要約)】

・研究しているが、試乗で理解が深まった

・試乗中、たくさん質問でき勉強になった

・プレゼンでSIP10年の流れを知ることができた

・山間部のパッケージサービスが魅力と感じた

・軽自動車の自動運転ノウハウは新鮮だった

・自動運転技術に関わる職に就きたいと感じた

【ご意見抜粋 (一部要約)】

・(今回の経験が) 自動運転の社会実装に向けた目標設定の方向性に活かせると考える

・自動運転L3以上の社会実装前に、現実解としてL2の普及が安全・安心に繋がるものと理解した

・技術レベルを過信することで重大な事故を起こしてしまう危険性を知ることができた

・自動運転が障害者運転支援や安全運転支援に繋がることを理解し、大変価値ある展示と感じた

・自動運転を障害者向けの福祉車両にもっと活用するべきと感じた

・自動運転に求められる技術、運転支援に求められる技術の技術レベルの違いがはっきり分かった



SIP自動運転第3回合同試乗会のメディア掲載状況

質を狙った結果、SIP自動運転全体の取組を紹介する記事が増え、

「出口戦略」等の重要キーワードも織り込まれた記事も見受けられた。

件数 掲載媒体

専門紙 １件 交通毎日新聞

Webメディア 10件＋転載25件 日刊自動車新聞、東洋経済、Response、他

YouTube 1件 吉田由美ちゃんねる

ライターブロ

グ
1件

吉田由美氏のなんちゃってセレブなカーライ

フ

企業サイト 4件 JARI、金沢大学、埼玉工業大学、NEDO

メディア露出状況 (2022/11/22時点)：42件



SIP自動運転第3回合同試乗会の成果

メディアだけでなく、自動運転に関わる皆さまの意識変化を得られた。

出展者間での交流の機会ともなり、今後に繋がる成果を得た。

（参考）事業者による考察
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